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学習指導要領では、「妊娠までの経緯・経過、性交に
ついては取り扱わないものとする」といういわゆる『歯
止め規定』があるが、避妊、望まない妊娠、性暴力、性
感染症、性の多様性等を児童生徒に指導する上で、本来
なら性行為そのものを省略することはできないはずであ
る。学習指導要領は指導上の全般的及び共通的な最低基
準であり、学校と教員の判断で性行為そのものを授業で
扱うことは可能であり、積極的に取り組むべきだと考え
るが、教育長の認識を伺う。

生理全般や突然の生理に困ったときの対応について、
アンケートで児童生徒の意見を聞くなどの取組をしてい
るか。

小中学校で男子、女子に対する生理に関する教育を、
男女区別なく同じ場所及び同じ内容で実施することが、
生理の大切さと異性への理解を深めるための大切な基礎
体験になる。そのような教育を実践することについてど
う考えるか。

日本は諸外国と比べて性教育後進国（性差別、ジェン
ダーギャップ指数後進国（2022年の統計で146か国中116
位））で、そのことが性関連情報の氾濫、性犯罪等を助
長する一因と言われている。この状況を打開するために
も、包括的性教育を推進する必要があるのではないか。

包括的性教育の具体的実践として、市の事業及び学校
教育における取組で考えていることはあるか。
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女性用生理用品を小
中学校及び公共施設の
女性トイレ個室に設置
することについて 富士市をはじめ、複数の県内及び全国自治体の小中学

校で取り組まれているトイレ個室または洗面所への生理
用品の設置について、児童生徒の反響や必要な予算など
の情報を収集しているか。

　・学校教育現場、家庭、職場等のあらゆる場面、
・乳幼児期、成長期、妊娠出産期、中年期、高齢期等

の人生のすべての時期、
・身体と生殖の仕組み、性交と避妊、人間関係、人権

問題、ジェンダー平等、性の多様性、性暴力防止等のあ
らゆる観点
から、性について総合的に学ぶ包括的性教育の考え方
を、学校教育、社会教育、職員研修などの場面に取り入
れていくことは、子どもだけでなく社会の構成員すべて
が、インターネットなどにあふれる様々な情報の中で、
正しい知識と行動を選択する指針となる重要な取組と考
えるが、市長と教育長の認識を伺う。

包括的性教育の実践
について

市役所の福祉総合相談課及び富士宮市社会福祉協議会
の窓口で生理用品の配布に取り組んでいるが、利用者は
ほとんどいないようである。窓口での配布ではなく、ト
イレへの設置に切り替えるべきではないか。

トイレットペーパーと同様に女性用生理用品をトイレ
に設置することは、女性の権利を尊重する大切な取組と
考えるが、いかがか。
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